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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルモジュリンおよび網膜色素変性症GTPase調節タンパク質と相互作用するネフロシスチンタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、中心のコイルドコイル領域と2つのカルモジュリン結合IQドメインを有しています。腎上皮細胞の一次繊毛および光受容細胞の連結繊毛に局在しています。このタンパク質は繊毛機能に関与していると考えられています。この遺伝子の欠陥は、シニア・ローケン症候群5型を引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。この遺伝子の偽遺伝子は6番染色体上にあります。[RefSeq提供、2016年1月]、疾患：IQCB1の欠陥は、シニア・ローケン症候群5型（SLSN5）の原因です[MIM:609254]。 SLSNは腎網膜疾患であり、腎臓の濾過器官の進行性萎縮（ネフロン癆）を特徴とし、髄質嚢胞性腎疾患の有無にかかわらず、進行性眼疾患を呈します。典型的には、この疾患は生後1年以内に発症します。,類似性：4つのIQドメインを含みます。,サブユニット：カルモジュリンと相互作用します。,組織特異性：胎児および成人の組織において普遍的に発現します。光受容細胞の外節および連結繊毛に局在します。,
	研究分野
	カルモジュリン/CaMK; シグナル伝達; シグナル伝達経路; カルシウムシグナル伝達; カルモジュリン経路; 神経科学; 感覚系; 視覚系; 神経伝達
	画像データ
	

	IQCB1抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	IQCB1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ネフロシスチン-5ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	ネフロシスチン-5ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたSH-SY5Y細胞のウェスタンブロット解析

